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パソコン ノート形式 タッチパネル機能付 












カメラ ビデオカメラ２台 ハイビジョン 
入力機器 タッチパネル モニタ機能付 
モニタ 大型モニタ２台 ５０インチ 





















用いた LMS は、京都コンソーシアムでは Moodle システム、本学では Internet Navigware
である。Camstasia Studio にて作成した教材を、各 LMS にてコース作成定義を行い、運用す
る5。Internet Navigware に組み込む場合、生成された教材内の数箇所の書き換えが必要と
なるが、容易な作業である。LMS の選択は重要な要素であるが、本稿では触れない。 










名称 概要 コンテンツ数 講義者数 収録方 備考 
情報処理技術 ｓｑｌとデータ処理 15 1 同時 単位互換 
基本情報処理資格 基本情報解説 8 1 同時 公開 
経済学の扉 リレー講義 13 13 実講義撮影・編集 学内公開 
ミクロ経済学基礎 講義まとめ 10 1 同時 学内公開 
公開講演 リレー講演 4 4 講演撮影・編集 学内公開 






                                                        
5 京都コンソーシアムｅラーニングシステムではオープンソースの採用を基本とし、LMS（Learning Management 
System）を選択し、moodle をカスタマイズし制作運用を行った。京都学園大学では、既設の Internet Navigware
（富士通）上で制作運用を行った。Camstasia Studio はテックスミス㈱の、スクリーンビデオの録画編集機能と多様
な出力形式を備える制作ツール、コンテンツＷＧにて選択し採用した。 

















比 生成画面サイズ 元データ画面サイズ 
生成画面 PIP 主画面 pip 主画面 
1945 
156 2713 2869 1.9 1024 205x154 819x512 
320x240 1280x800 
103 1417 1520 1.0 800 160x120 640x400 
3715 
1951 2641 4592 1.2 1024 307x448 717x448 
720x480 1680x1050 

















                                                        











































の分布は異なる。（図 12.）講義内容による異なりは見られない。（図 8.） 
 
























































                                                        
11 ディスプレイ表示ワイド VGA（480×800）と Wi-Fi 接続機能を備える。 
12 WindousOS を備える機器、他独自 OS 機器の場合 OS のバージョンによっては利用できない。 
13 「ﾌﾞﾚﾝﾃﾞｨｯﾄﾞ・ラーニングによる学習モデル」吉田晴世（2008）ｐ.26 
14 吉田賢史（2008）「予習教材としてのｅラーニング活用」 
15 「自分のものにするためには自分の行動を外から見ることも必要となります」「ＶＴＲの「かがみ的利用法」」山口
栄一（2004）ｐ.45 
